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要   旨： 
明治時代、正月が近づくと、商店主たちは顧客を訪問し、年末年始の挨拶とともに、恵比寿大
黒などを描いた目出度い図像に商店名などを記した極彩色の印刷物を手渡していた。大正に入る
と衰退して行くこの「正月用引札」とも呼ばれるメディアについて、従来、広告機能の点では引
札、情報伝達機能の点では錦絵、祝賀機能の点では歳旦摺物、暦を周知する機能の点では大小を
近世的な出自とすることが指摘されてきた。本論文の目的は、これら4つの機能（広告／情報伝
達／祝賀／暦機能）がどのように相互に連関しているかを、図像の質と量の歴史的変化を手がか
りにして明らかにすることによって、正月用引札の消長メカニズムを解明することにある。 
そのために本論文は、第1章で、古島・中井印刷所が構築した正月用引札の注文・生産・流通・
消費システムを解明したうえで、第2章で、586点にものぼる年紀入り図像を分析し、日清戦争を
境に、伝統的な吉祥図像とは異なる新たな主題が開発されることを明らかにする。第3章では、
この主題の多様化は、正月用引札が、時代状況に応じて情報伝達機能を維持しようとした結果で
あり、また、新しい図像は理想性を身に帯びることによって、新春を寿ぐ祝賀機能を果たしてい
たことを指摘する。第4章では、この祝賀機能は、商店主と顧客とのパーソナルな紐帯を維持・
強化することによって、商品の購入を促進する広告機能と連動していることを指摘し、終章にお
いて、正月用引札は、商店主と顧客とのパーソナルな関係に依拠する前近代的商習慣が支配的で
あった明治時代には、時代状況に即応した情報伝達機能をもつ新たな吉祥図像を開発することに
よって大流行したが、大正時代に入って、百貨店が登場するなど、商店主と顧客との関係が流動
化・匿名化するとともに衰微し、広告メディアとしての地位を近代的ポスターに譲るとともに、
暦機能に特化したカレンダーとして細々とその命脈を保っていることを主張する。 
本論文は、次の3点において実証的かつ独創的である。第1に、3000点にのぼる正月用引札を調
査し、図像の歴史的変化を追跡した点、第2に、古島・中井印刷所が構築した正月用引札の注文・
生産・流通・消費システムを、同時代の資料に基づいて解明した点、第3に、特定の場における
図像の機能を主題化する視覚文化論のコンテクストにおいて、正月用引札の広告・情報伝達・祝
賀機能の密接な連関を明らかにした点である。核となっている論文は学会誌に掲載されたもので、
本論文は博士（芸術学）（同志社大学）の学位を授与するにふさわしいものと認められる。 
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要   旨： 
上記の審査委員 3名は、2011年 6月 11日午後 3時から 2時間にわたって、学位申請者に対し
て口頭試問を行った。申請者は、提出論文への質疑に対して、的確かつ詳細な応答を行うことに
よって、本論文の学術的価値を実証するとともに、日本美術史、デザイン史、視覚文化論に関し
ても広く深い学識を有することを示した。また、外国語（英語・中国語）についても、十分な能
力を有していることを確認した。よって、総合試験の結果は合格であると認める。 
 








